
ヒアリングの進め方について

ヒアリング対象

【鉄道事業者】 JR西日本、西武鉄道、東急電鉄、名古屋鉄道、京阪電鉄、阪急電鉄
【地方自治体】 東京都、大阪市
【消費者団体】一般社団法人 全国消費者団体連絡会
【金 融 機 関】日本政策投資銀行

ヒアリングの進め方

• 検討会形式で各社よりヒアリング項目について説明後、委員等による質疑応答
• ヒアリング時間 各社20分（資料説明10分、質疑応答10分）
• 資料の様式は任意

主なヒアリング項目

【鉄道事業者、地方自治体】
1. 設備投資の状況及び今後予定しているプロジェクト（新線整備、輸送力増強、大規模な駅改良など）
2. プロジェクトを進める上での課題
3. 都市鉄道を整備する際の費用負担のあり方や既存制度への意見など

【消費者団体】
1. 利用者からみた都市鉄道整備の必要性について
2. 都市鉄道を整備する際の費用負担のあり方
3. その他、各社のヒアリングに対する意見など 1

【金融機関】
1. 金融機関から見た都市鉄道整備の評価について
2. 都市鉄道を整備する際の費用負担のあり方
3. その他、各社のヒアリングに対する意見など
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今後のスケジュール（予定）

令和６年２月15日（木） 第１回検討会（検討会の設置、進め方など）

３月11日（月） 第2回検討会（ヒアリング）
・ JR西日本、西武鉄道、東急電鉄、名古屋鉄道、
阪急電鉄

４月25日（木） 第4回検討会（論点整理）

５月29日（水） 第5回検討会（とりまとめの方向性）

６月19日（水） 第6回検討会（とりまとめ）

３月29日（金） 第3回検討会（ヒアリング）
・京阪電鉄、東京都、大阪市、
全国消費者団体連絡会、日本政策投資銀行
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